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今
こ
そ
市
民
総
ぐ
る
み
で

廃
棄
物
の
減
量
・
資
源
化
を

秦
野
ら
し
い
特
色
の
あ
る

子
育
て
支
援
の
充
実
を

青
少
年
の
居
場
所
を
確
保
せ
よ

３
・
11
を
忘
れ
ず
教
訓
に

素
晴
ら
し
い
震
生
湖
と
桜
で

住
み
た
い
ま
ち
に

保
護
者
合
意
の
な
い

み
な
み
が
お
か
幼
稚
園
の
民
営
化
は
や
め
よ

自
民
・
新
政　
　
　
風
間　
正
子

一　
循
環
型
社
会
の
形
成
に
つ
い
て

問　
ご
み
排
出
量
の
推
計
値
と
実
績
値

に
隔
た
り
が
あ
る
中
、
ご
み
処
理
基
本

計
画
で
掲
げ
る
可
燃
ご
み
の
年
間
搬
入

量
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答　
草
類
の
資
源
化
、
自
治
会
な
ど
を

通
じ
た
資
源
物
の
分
別
強
化
、
事
業
系

ご
み
の
減
量
、
生
ご
み
の
水
切
り
奨
励

な
ど
の
実
施
と
と
も
に
、
伊
勢
原
市
や

二
市
組
合
と
の
連
携
を
密
に
し
、
積
極

的
か
つ
効
果
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
平
成
18
年
か
ら
開
始
し
た
生
ご
み

の
分
別
収
集
に
参
加
し
て
い
る
家
庭
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
７
割
の
家
庭
が
、
に
お
い
が
気
に

な
る
、
バ
ケ
ツ
の
洗
浄
が
大
変
な
ど
の

理
由
で
分
別
収
集
に
不
参
加
、
ま
た
は

辞
め
た
い
と
回
答
。
一
方
、
食
品
ロ
ス

の
削
減
や
生
ご
み
処
理
機
で
の
堆
肥
化

な
ど
、
減
量
へ
の
協
力
の
回
答
も
あ
る
。

問　
生
ご
み
処
理
の
啓
発
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

制
作
し
、
全
て
の
学
校
や
自
治
会
に
配

布
し
た
が
、
効
果
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
自
治
会
長
や
減
量
推
進
員
が
対
象

無　
所　
属　
　
　
吉
村　
慶
一

一　
教
育
に
つ
い
て
（
そ
の
７
）

問　
東
京
都
が
実
施
し
た
「
子
供
の
生

活
実
態
調
査
」
に
よ
る
と
、
高
校
生
以

上
の
青
少
年
の
多
く
は
居
場
所
、
す
な

わ
ち
行
く
場
所
や
勉
強
す
る
場
所
が
な

い
と
感
じ
て
お
り
、
図
書
館
で
自
習
が

で
き
る
場
所
を
広
く
し
て
ほ
し
い
と
い

っ
た
具
体
的
な
要
望
も
多
い
と
の
こ
と

で
あ
る
。
本
市
に
は
そ
の
た
め
の
施
設

と
し
て
、
は
だ
の
こ
ど
も
館
が
あ
る
が
、

民　
政　
会　
　
　
阿
蘇　
佳
一

一　
責
任
あ
る
未
来
に
つ
い
て

問　
①
秦
野
赤
十
字
病
院
へ
既
に
36
億

８
１
６
０
万
円
の
補
助
金
を
投
入
し
て

い
る
が
、
分
娩
休
止
か
ら
２
年
、
再
開

の
め
ど
は
、
②
八
木
病
院
は
、
既
存
病

院
の
増
改
築
と
新
病
院
建
設
の
両
方
を

行
う
と
の
こ
と
だ
が
、
市
有
地
の
提
供

と
資
金
計
画
は
、
ど
う
か
。

答　
①
平
成
31
年
度
を
め
ど
と
す
る
。

②
33
年
３
月
ま
で
市
有
地
を
確
保
し
、

資
金
計
画
に
つ
い
て
は
、
融
資
金
融
機

関
に
確
認
で
き
る
機
会
を
持
つ
。

二　
災
害
と
防
犯
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

緑
水
ク
ラ
ブ　
　
　
高
橋　
文
雄

一　
震
生
湖
周
辺
整
備
に
つ
い
て

問　
本
市
の
重
要
な
観
光
地
で
あ
る
震

生
湖
は
、
整
備
が
進
ま
ず
課
題
が
多
い
。

①
緊
急
性
が
あ
る
も
の
か
ら
早
急
に
整

備
す
べ
き
だ
が
、
②
地
権
者
へ
の
説
明

や
お
願
い
も
重
要
だ
が
、
ど
う
か
。

答　
震
生
湖
周
辺
は
、
豊
か
な
里
山
で

丹
沢
の
山
々
と
秦
野
市
街
が
一
望
で
き

る
地
で
あ
る
。
①
平
成
29
年
度
は
、
湖

畔
へ
の
進
入
路
周
辺
の
倒
木
対
策
を
行

う
。
今
後
も
重
要
で
緊
急
性
の
高
い
も

の
か
ら
整
備
を
進
め
る
。
②
地
元
と
の

意
見
交
換
を
し
、
で
き
る
こ
と
か
ら
積

極
的
に
支
援
し
て
い
く
。
ま
た
、
中
井

町
に
も
積
極
的
に
協
力
を
要
請
す
る
。

要
望　
白
紙
の
状
態
に
な
っ
て
い
る
全

日
本
共
産
党　
　
　
佐
藤　
文
昭

一　
福
祉
施
策
に
つ
い
て

①　
福
祉
総
合
窓
口
設
置
に
つ
い
て

問　
厚
生
労
働
省
は
貧
困
・
育
児
・
介

護
に
対
す
る
困
り
事
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
対
応
す
る
相
談
窓
口
を
全
国
に
１
０

０
カ
所
整
備
す
る
た
め
、
平
成
29
年
度

予
算
に
20
億
円
計
上
し
た
が
、
こ
の
予

算
を
活
用
し
整
備
す
る
考
え
は
ど
う
か
。

答　
現
状
で
は
関
係
す
る
部
署
が
連
携

す
る
中
で
十
分
対
応
で
き
て
い
る
。
今

後
、
超
高
齢
社
会
が
進
展
す
る
中
で
考

え
て
い
く
。

二　
教
育
施
策
に
つ
い
て

①　
み
な
み
が
お
か
幼
稚
園
に
つ
い
て

問　
平
成
28
年
に
策
定
し
た
公
立
幼
稚

園
運
営
・
配
置
実
施
計
画
に
位
置
付
け

て
い
る
統
合
教
育
は
、
公
私
連
携
型
こ

ど
も
園
に
な
っ
て
も
担
保
で
き
る
の
か
。

ま
た
、
公
立
か
ら
民
間
に
運
営
を
移
行

す
る
に
は
地
域
住
民
と
保
護
者
の
合
意

が
必
要
で
あ
る
。
い
ま
だ
に
合
意
の
な

い
状
況
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答　
公
立
幼
稚
園
運
営
・
配
置
実
施
計

画
の
基
本
方
針
や
運
営
な
ど
の
条
件
の

中
で
統
合
教
育
を
実
施
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
合
意
の
た
め
に
、

説
明
会
や
意
見
交
換
会
を
重
ね
、
自
治

自
民
・
新
政　
　
　
髙
橋　
照
雄

一　
公
立
幼
稚
園
の
配
置
に
つ
い
て

問　
公
立
幼
稚
園
運
営
・
配
置
実
施
計

画
に
基
づ
く
配
置
の
見
直
し
に
向
け
た

取
り
組
み
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
平
成
29
年
４
月
か
ら
上
幼
稚
園
を

上
小
学
校
に
一
体
化
す
る
。
ま
た
、
み

な
み
が
お
か
幼
稚
園
で
は
、
公
私
連
携

に
よ
る
認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
、
31
年

４
月
の
開
園
を
目
指
し
、
保
護
者
や
地

元
と
の
意
見
交
換
会
な
ど
を
重
ね
な
が

ら
移
行
準
備
を
進
め
て
い
る
。

二　
地
域
型
保
育
に
つ
い
て

問　
０
歳
児
か
ら
２
歳
児
を
預
か
る
地

域
型
保
育
事
業
の
一
つ
に
、
ビ
ル
や
公

老
朽
化
な
ど
の
状
況
は
、
ど
の
よ
う
か
。

答　
①
県
内
一
長
い
桜
並
木
、
全
国
一

の
出
荷
量
を
誇
る
八
重
桜
、
弘
法
山
や

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
ー
ク
の
桜
な
ど
、
市
内

を
ピ
ン
ク
色
に
染
め
、
官
民
一
体
と
な

っ
た
お
も
て
な
し
や
桜
を
め
で
る
イ
ベ

ン
ト
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
「
秦
野
さ

く
ら
特
集
２
０
１
７
」
の
特
設
サ
イ
ト

や
小
田
急
線
の
車
内
ビ
ジ
ョ
ン
を
活
用

し
観
光
客
の
誘
客
を
図
る
。
②
み
ず
な

し
川
緑
地
右
岸
に
倒
木
が
発
生
し
３
２

６
本
を
樹
木
診
断
し
た
結
果
、
27
本
に

緊
急
処
置
が
必
要
で
あ
り
、
早
急
に
安

全
確
保
を
図
る
。
ま
た
、
今
後
も
樹
木

診
断
を
継
続
し
て
い
く
。

よ
り
、
東
海
大
学
前
駅
入
口
交
差
点
部

分
の
建
物
が
撤
去
さ
れ
た
が
、
今
後
の

整
備
計
画
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
地
域
の
安
全
性
や
利
便
性
に
配
慮

し
た
渋
滞
対
策
、
歩
行
者
だ
ま
り
の
確

保
が
必
要
な
場
所
で
あ
る
と
考
え
、
今

後
は
平
塚
市
と
連
携
し
、
県
平
塚
土
木

事
務
所
へ
調
整
を
図
っ
て
い
く
。

の
説
明
会
で
上
映
し
、
小
学
校
６
校
で

小
学
４
年
生
の
授
業
に
活
用
し
て
い
る
。

今
後
、
地
域
で
の
説
明
会
や
教
育
委
員

会
と
連
携
し
て
活
用
を
図
っ
て
い
く
。

要
望　
ご
み
搬
入
の
手
続
き
が
、
は
だ

の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
１
カ
所
で
済
む

よ
う
窓
口
の
一
本
化
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

二　
高
齢
者
の
移
動
支
援
に
つ
い
て

問　
外
出
の
支
援
が
必
要
な
高
齢
者
に

対
す
る
今
後
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答　
地
域
で
移
動
困
難
要
因
は
異
な
る
。

自
治
会
な
ど
地
域
の
声
を
聞
き
な
が
ら

課
題
解
決
に
向
け
検
討
し
て
い
き
た
い
。

利
用
実
績
は
ど
の
よ
う
か
。　

答　
平
成
27
年
度
の
実
績
は
、
年
間
約

２
万
９
千
人
、
１
日
平
均
約
84
人
で
あ

る
。
ま
た
、
午
前
は
親
子
連
れ
、
午
後

は
小
・
中
学
生
、
夜
間
は
学
習
室
を
利

用
す
る
中
・
高
校
生
が
多
く
、
夜
間
の

利
用
は
１
日
平
均
約
19
人
で
あ
る
。

問　
は
だ
の
こ
ど
も
館
の
利
用
者
数
が

多
い
こ
と
は
分
か
っ
た
が
、
こ
の
よ
う

な
場
は
本
町
地
区
だ
け
で
は
な
く
、
市

内
の
各
地
区
に
つ
く
る
べ
き
だ
と
思
う

が
ど
う
か
。

答　
公
民
館
な
ど
の
施
設
を
活
用
し
て

青
少
年
の
居
場
所
を
つ
く
る
こ
と
は
、

ニ
ー
ズ
が
あ
り
可
能
で
あ
る
と
考
え
る

た
め
、
関
係
部
署
と
よ
く
協
議
し
、
検

討
し
て
い
き
た
い
。

意
見　
現
在
、
午
後
５
時
以
降
は
利
用

予
約
の
な
い
者
は
立
ち
入
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
い
っ
た
内
容
の
札
を
入
り
口

に
掲
げ
て
い
る
公
民
館
が
あ
る
。
そ
し

て
、
そ
の
外
で
は
、
寒
い
中
で
青
少
年

が
集
ま
り
過
ご
し
て
い
る
光
景
も
見
ら

れ
る
。
公
が
居
場
所
を
つ
く
ら
な
け
れ

ば
、
青
少
年
は
飲
食
店
に
お
金
を
支
払

っ
て
、
居
場
所
を
つ
く
る
よ
う
に
な
っ

て
し
ま
う
。

に
つ
い
て

問　
①
首
都
直
下
地
震
が
発
生
し
た
場

合
、
市
内
で
は
建
物
の
経
済
被
害
が
約

９
０
０
億
円
、
20
人
程
度
の
死
者
が
想

定
さ
れ
て
い
る
が
、
②
救
急
車
の
出
動

件
数
７
６
９
３
件
の
う
ち
、
市
内
医
療

機
関
へ
の
搬
送
が
約
59
％
、
近
隣
市
は

約
80
％
だ
が
、
③
覚
せ
い
剤
の
押
収
量

は
平
成
27
年
の
３
・
６
倍
、
市
内
で
も

検
挙
件
数
23
件
だ
が
、
対
策
は
ど
う
か
。

答　
①
自
衛
隊
や
警
察
と
連
携
し
、
県

内
自
治
体
間
で
の
応
援
体
制
を
整
え
、

要
配
慮
者
関
連
施
設
で
も
訓
練
を
実
施

す
る
。
②
医
師
会
な
ど
と
の
連
携
を
深

体
計
画
の
策
定
を
し
て
ほ
し
い
。

二　
桜
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て

問　
①
桜
の
開
花
に
合
わ
せ
て
実
施
す

る
、
ハ
ダ
恋
桜
事
業
の
概
要
は
、
②
桜

の
倒
木
が
発
生
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、

会
の
組
回
覧
で
も
情
報
提
供
し
た
。

三　
超
高
齢
社
会
に
お
け
る
移
動
環
境

整
備
に
つ
い
て

問　
バ
ス
停
か
ら
離
れ
た
地
域
に
住
む

高
齢
者
な
ど
の
た
め
の
、
デ
マ
ン
ド
型

乗
合
タ
ク
シ
ー
導
入
の
考
え
は
ど
う
か
。

答　
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
拡

大
は
地
域
住
民
、
事
業
者
、
行
政
が
連

携
・
協
議
し
、
三
位
一
体
と
な
っ
て
議

論
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

共
施
設
の
一
室
な
ど
に
設
置
が
で
き
る

小
規
模
保
育
事
業
が
あ
る
が
、
本
市
の

実
施
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
小
規
模
保
育
事
業
は
３
施
設
で
実

施
し
て
い
る
。
平
成
29
年
２
月
１
日
現

在
の
利
用
者
数
は
、
３
施
設
を
合
計
し

た
定
員
51
人
に
対
し
、
48
人
で
あ
る
。

要
望　
小
規
模
保
育
事
業
は
待
機
児
童

対
策
を
講
じ
る
上
で
非
常
に
有
効
な
手

段
で
あ
る
と
考
え
る
。
事
業
に
対
す
る

支
援
を
さ
ら
に
進
め
、
待
機
児
童
の
解

消
に
向
け
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

三　
東
海
大
学
前
駅
周
辺
の
整
備
状
況

に
つ
い
て

問　
平
塚
市
真
田
地
区
の
開
発
事
業
に

震生湖周辺整備を含めた全体計画を策定せよ
（写真は震生湖公園）

ごみ処理基本計画の確実な達成を
（写真ははだのクリーンセンター）

安全性と利便性を兼ね備えた整備計画を
（写真は東海大学前駅入口交差点）

市内各地区に青少年の居場所確保を
（写真ははだのこども館学習室）

市内の医療体制の充実・強化を図れ
（写真は八木病院）

民間運営移行には地域住民と保護者の合意を
（写真はみなみがおか幼稚園）

め
、
医
療
体
制
の
強
化
に
取
り
組
む
。

③
乱
用
防
止
や
そ
れ
に
起
因
す
る
犯
罪

発
生
の
危
険
性
を
周
知
す
る
。

三　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
に
つ
い
て

問　
①
平
成
29
年
度
で
の
カ
ル
チ
ャ
ー

パ
ー
ク
内
の
初
歩
的
コ
ー
ス
の
整
備
は
、

②
本
格
的
コ
ー
ス
の
整
備
は
、
ど
う
か
。

答　
①
秋
ご
ろ
の
利
用
開
始
を
目
指
す
。

②
新
東
名
高
速
道
路
の
高
架
下
や
ス
ポ

ー
ツ
広
場
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。




